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新潟 RC ５月第 ４例会 (2022.5.31) （Zoom 例会併催） №３４１５ 

 

(1) ロータリーソング「それでこそロータリー」 

ピアノ演奏 

(2) 石橋 正利会長挨拶 

 ＲＩ日本事務局財団室ＮＥＷＳ６月号が届きました。 

 記事を紹介いたします。まずは、ウクライナについてで

す。 

「ロータリーは、ウクライナでの戦争による人命の喪失およ

び人道的危機の深刻化を深く懸念しています。私たちは、

現地で迅速に行動を起こしています。世界中の方々から

の温かいご支援のおかげで、ロータリーは、1,500 万ドル

以上の寄付を募り、水や食糧、シェルター、医療物資、衣

服といった必需品のために既にこの資金を活用していま

す。」 

 1,500 万ドル以上の寄付とは素晴らしいです。一日でも

早く、ウクライナでの戦争が終わりますよう祈りつつ、財団

を通してウクライナへの寄付を続けてまいりましょう。 

 では、ウクライナでの人道的危機に対するロータリーの

対応の映像をご覧ください。「数百万人が力を合わせて

いる」というメッセージは心に響きました。 

 次に、祖国で人々を助けるウクライナのクラブの活動が

紹介されていました。 

「海外から送られてくる人道支援物資を管理し、これらを

必要なところに届ける手配を行っています。この戦争で

1,200 万人以上が避難を余儀なくされています」と。 

そして、広島で行われた「ロータリー奉仕デー」の様子が

載っていました。「ポリオ根絶のための活動と、ロシア軍の

侵攻を受けるウクライナにおいて被害を受けた方々への

支援を目的として、広島東洋カープの主催試合にあわせ

て、マツダスタジアム、広島駅をつなぐカープロードなど

計 7 カ所で募金を呼びかけました」と。 

 

心を打たれたのが、約四半世紀にわたり、桐光学園イン

ターアクトクラブの顧問をされている林直子先生の下記

の言葉です。 

林：心の根っこで「ボランティア活動をしてみたい」と考え

るインターアクターの子たちは、10 年、20 年経っても、い

つも変わらずに存在しています。「人のために役に立て

れることが幸せです」と言っています。 

さらに、遺贈という形でロータリー財団への寄付を決めた

理由が下記の言葉です。 

林：長年お世話になってきたロータリーへの感謝の気持

ちとして、少しでも恩返しをさせていただきたいからです。

私がこの世を去った後もロータリーとのご縁が続き、微力

ながらお役に立つことができるならば、無上の幸いです。 

では、ロータリー財団恒久基金への寄付の映像をご覧く

ださい。私もロータリアンの一人として、遺贈を考えること

にします。 

話題は変わり、私個人のことになりますが、幸援家として

世の中の役に立つために作成したのが、天命完遂シート

（マンダラチャート）です。これを作る時の参考にしたのが、

ドナルド・E・スーパーの人生の８つの役割ライフロールで

す。有難いことに、奉仕のない人生は、考えられなくなり

ました。 

最後に、昨日、新発田ロータリークラブ・社会奉仕委員会

主催の「日本でいちばん大切にしたい会社」で有名な坂

本光司氏講演会に行ってまいりました。「企業経営の目

的は、関係する人々の幸せを追求、実現すること。業績

や企業の成長、発展は、そのための手段や結果に過ぎ

ない」というメッセージは、職業奉仕の精神と重なりまし

た。 
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国際ロータリー会長 
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2021～22 年度 

新潟ロータリークラブ会長 
 

石橋 正利  

 



(3) 新会員の紹介 

 

 

 

 

 

生まれは新潟市北区の福島潟に近い農村で 

「ごんぼおじ（３男坊）」で育ちました。 

 新潟日報には１９８１年に入社。本社以外 

では佐渡支局、東京支社、東頸城支局、長岡 

支社と、海、山、都会をバランス良く体験で 

きました。本社では政治・行政を中心に報道 

畑を長く務めました。長岡支社では支社長と 

して長岡ロータリーに入会しましたが、出身 

高校が新発田だったので、皆さんに可愛がっ 

てもらいました。 

 ２０１６年から営業担当役員として、皆様 

にお世話になって参りました。支局の単身生 

活で覚えた料理が趣味。６０の歳になってか 

ら始めたゴルフの腕は推して知るべしですが、 

宜しくお付き合いお願い致します。 

 

(4) 退会挨拶・バナー贈呈 

辯護士法人バンビル法律事務所  

代表社員辯護士 荻原 俊一君 

 

(5) 高橋 康隆ゴルフ同好会会長報告 

５月２９日に開催された親睦ゴルフコンペに１３名様、

ご参加頂き、優勝者は坂井賢一さんでした。６月２６日

は新潟クラブのチャリティーゴルフコンペです。同好

会の次回コンペは７月２４日を予定しており、近くなり

ましたらご案内差し上げます。 

 

(6) 各種ご寄付の発表 

米山奨学会寄付発表（織戸 潔副委員長) 

坂井 賢一君 高橋 秀松君 

 

青少年育成基金寄付発表(小飯田 澄雄委員長) 

坂井 賢一君 本間  彊君 

 

 

(7) ニコニコボックス紹介（本多 晃委員長） 

・酒井昌彦君 新潟日報社社長佐藤さんの入会を心か

ら歓迎しニコニコ致します。 

・小飯田澄雄君 佐藤明新潟日報社社長をお迎えし

て。   

・石橋正利君 ４３回目の結婚記念日にお花をいただき、

ありがとうございます。家内に「ありがとう」と感謝してニコ

ニコ。 

・北爪彰人君 本日３１日は私達夫妻そろっての５５歳の

誕生日です。ニコニコ１日過ごします。叉、御祝いありが

とうございました。 

・坂井賢一君 高橋 康隆ゴルフ同好会会長の見守る

なか、天候にも恵まれ優勝することが出来ました。叉、

同じメンバーの本多さんが準優勝、なんと同じメンバー

の内田さんがベスグロの３位でした。メンバーの皆様の

おかげでした。 

(8) 幹事報告（内山 博之幹事） 

例会終了後新会員オリエンテーションを４階「雪の

間」で開催致します。 

(9) 卓話「伝説の旅行会社を目指す旅の達人・ 

トラベルマスターズが目指す新戦略」 

㈱トラベルマスターズ  

代表取締役社長 鹿島 純一 

 

 

 

 

 

 

 

(10) ５月３１日の例会参加率 

 

 

 

Ｚoom参加者 １３名 

 

 

６月７日は第一例会につき卓話はございません。 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

８５ ８３ ６０ ７２．２９ 

㈱新潟日報社  
代表取締役社長 佐藤  明君 
御紹介者    酒井 昌彦君 
所属委員会 広報会報雑誌委員会 

http://www.niigatarc.jp/

